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要旨（Abstract）
　本研究は、Ａ小学校での１年間（２年生）の学級経営案についてを、１学
期から３学期にかけての変遷と反省をまとめたものである。
　研究の方法としての学級経営の観点は、以下の６点である。（１）学級集
団の経営と工夫（２）学級環境の経営と工夫（３）司牧指導（４）学習指導
（５）生活指導・生徒指導（６）家庭との連携についてであった。
　その結果、学級経営および児童の生活指導が１年間にわたって良好に推移
したことが窺われ、カトリック・ミッションスクールの特色がよく認められ
ていた。
キーワード：ドン・ボスコ、予防教育法、教育方法、学級経営案、生徒指導
はじめに
　さて、ドン・ボスコの教育の原理というものは、長年受け継がれてきては
いるが、その研究は、佐野（2010）や武石（2005）、チマッティ（1956）を
除くとほとんど見られない。筆者も、これまでのカトリック・ミッションス
クールでのＡ小学校の教育実践や学び、子どもたちの成長記録をこれまで３
回にわたって、それぞれまとめてきた。今回は引き続き、２年生１年間の学
級経営の計画及び学級経営案の反省を掲載し、１学期から３学期までの１年
間の軌跡をたどってみたいと考える。
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Ⅰ．学級集団の経営と工夫について
①「ひかりのこ」及び学級目標「みんなが Happy!!・Error is OK!!」を常
に念頭に置き、実行できるように指導する。
（１学期）日々の実践やサマースクールにおいても常に意識して、生活する
ことができていた。
（２学期）日々の教育実践や運動会、学習発表会などにおいても常に目標を
意識しながら、生活することができていたように、子どもたちの生活作文
からは感じられる。
（３学期）日々の教育実践・授業展開などにおいても常に上の目標を意識し
ながら、生活することができていたように、子どもたちの反省や作文から
は感じられた。
②お祈りを含めて、「マリア様の学校の子は～」を考えて、行動できるよう
丁寧に指導する。
（１学期）お祈り係を中心に聖歌やお祈りを、毎日欠かさずできた。
（２学期）終会などで、お祈り係を中心に、聖歌やお祈りを毎日欠かさずで
きていた。
（３学期）終会・ランチ時などで、お祈り係を中心に、聖歌やお祈りを毎日
欠かさずできていた。
③子どもの可能性を最大限に引き出し、それぞれの力を集団の中に活かし、
共に高め合う学級・仲間集団となるよう導いていく。
（１学期）集団への帰属意識も芽生えてきて、２年Ａ組としての行動が見ら
れるようになってきた。
（２学期）集団への帰属意識・集団意識も芽生えてきて、中学年に向けての
行動様式が見られるようになってきた。
（３学期）集団への帰属意識・集団意識も確実に芽生えはじめ、中学年に向
けての行動様式が確実に見られるようになってきた。
④何より正義に根ざした考え方が、実践できるように指導する。不正や悪、
いじめを許さないという強い集団にしていく。
（１学期）友だちの間違いを認め、他者の失敗を許す雰囲気ができつつある。
正義に基づくルールづくりが学級内に確実に浸透しつつある。
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（２学期）友だちの間違いを許し、認め合う雰囲気ができつつある。正義と
真に基づくルールづくりが、学級内に確実に浸透しているように感じられ
る。
（３学期）友だちの間違いを許し、認め合う雰囲気ができている。正義と真
理に基づくルールづくりが、学級内に確実に浸透しているように感じられ
た。さらに、いじめの芽がいくつか見え始めたので、早い目に対応及び指
導を行った。
⑤善いことを認め合い、進んで善を行う集団となるようしっかりと導く。
（１学期）友だちのよいところを賞賛し、自らよい行いができる態度を身に
つけられるように指導を徹底した。
（２学期）２学期も、友だちのよいところを見つけ、自らよい行いができる
態度を身につけられるように、指導を徹底した。
（３学期）３学期も引き続き、友だちのよいところを見つけ、自らよい行い
ができる態度を身につけられるように、指導を徹底し続けた。
⑥アシステンツァや適切な寄り添い等の指導により、子どもたちとの信頼関
係を確固たるものにする。
（１学期）アシステンツァの意味を理解し実行することで、子どもたちとの
信頼関係の構築につながった。教師も子どものあそびの中に入っていき、
仲間関係を把握しておきたいと考えた。
（２学期）アシステンツァの意味を理解し実行することで、子どもたちとの
信頼関係の構築につながった。指導者の指の骨折は、油断があったのかも
しれない。教師も遊びの中に入っていき、子どもたち同士の仲間関係を把
握することができた。
（３学期）アシステンツァの意味を理解し確実に実行することで、さらなる
子どもたちとの信頼関係の構築につながった。教師も子どもたちとの遊び
を通し、子ども同士の仲間関係をしっかりと把握することができた。
⑦しっかりとした挨拶、返事、言葉遣いの定着に向けて、徹底的に指導する。
（１学期）授業中の指示などでも、返事、言葉遣いの指導を行った。毎日教
室で子どもたちを待つようにし、「おはようございます」などの元気な挨
拶が聞かれた。
（２学期）授業中の発言などでも、返事、言葉遣いの指導を徹底して行った。
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また、毎朝、教室で子どもたちを待つようにし、「おはようございます」
といった元気な挨拶が聞かれ、嬉しかった。
（３学期）授業中の発言などでも、返事、言葉遣いの指導を徹底して行った。
また、毎朝、教室で子どもたちを待つようにし、「おはようございます」
の元気な挨拶が聞かれるようになり、大変嬉しかった。さらに３学期は特
に、「くん」・「さん」をつけて名前を呼ぶように、徹底的に指導を行った。
⑧特に、登下校時の正しい態度やマナーを身につけるよう、指導する。
（１学期）毎日の声掛けとして、「マナーを守り、気をつけて帰ること」を
常に指導している。
（２学期）２学期途中に２年生の注意喚起の出来事もあったため、日々の指
導として、「マナーを守り、気をつけて帰ること」を常に意識し、厳しく
指導を行った。
（３学期）２学期途中にマナーの悪さについての注意喚起もあったため、日々
の指導として、「マナーを守り、気をつけて帰ること」を常に意識し、引
き続き丁寧に指導を行った。
⑨公共物を大切にし、学級への情愛を自然とはぐくめるように指導する。
（１学期）子どもたちは進んで、お手伝いやお掃除をするなど、自然な学級
愛が感じられた。
（２学期）子どもたちは、すすんでお手伝いやお掃除をするなど、自然発生
的な学級愛がより感じられた。
（３学期）子どもたちからは、すすんでお手伝いやお掃除、当番活動をする
など、自然発生的な学級愛が感じられ、大変ほほえましかった。
⑩学級集団だけではなく、学年集団を意識して、協同・協力して指導にあた
る。
（１学期）学級指導はもちろん、特活の時間には学年集会を開催し、学年を
意識した行動がとられるようになってきた。サマースクールの実績は、そ
の最たる成果といえよう。
（２学期）学級指導はもちろん、特活の時間には学年集会を開催するなどし、
学年を意識した行動がとられるようになってきた。学級園でも協同で大根
を育てることができた。運動会や学習発表会、典礼集会、クリスマス会の
教育実践などは、その最たるものといえよう。
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（３学期）学級指導はもちろん、特活の時間には学年で奉仕活動をするなど
し、学年を意識した行動が認められるようになってきた。学年としての統
率が図られている。
Ⅱ．学級環境の経営と工夫について
①特に学習においては、静かで落ち着きのある教室環境をつくる。
（１学期）学習指導を丁寧に行うことで心の安定を図った。はじめは立ち歩
きが目立ったが、１学期の終わりには完全になくなり、平静の学級環境の
構築ができた。
（２学期）学習指導を丁寧に行うことで、引き続き心の安定と自我の発達を
図った。１学期は立ち歩きが目立ったが、２学期の終わりには通常の学級
環境の構築ができたように評価される。
（３学期）学習指導を丁寧に行うことで、引き続き心の安定と能力の育成、
自我の発達を図った。１学期は立ち歩きが目立ったが、２学期の終わりに
は平常の学級環境の構築ができ、３学期にはそれもほぼなくなり、中学年
としての授業展開ができるに至った様子が窺われる。
②５Ｓ（整理・整頓・清掃・清潔・躾）の意識を常に持ち、教室環境を秩序
あるものにしていく。
（１学期）子どもたちはお掃除自体は好きだが、数人は△をつけたように、
まだまだ整理整頓ができない児童がいるのも事実である。また、学校へ不
要品を持ってくる児童も認められた。整理整頓の機会を多く作ってあげた
い。
（２学期）お掃除が好きな子どもが多いが、あゆみにも数人は△をつけたよ
うに、まだまだ整理整頓ができない児童がいるのも事実である。また、学
校へ不要品を持ってくる児童も若干、認められた。３学期には、整理整頓
の機会を多く作ってあげたい。
（３学期）お掃除が好きな子どもが多いが、あゆみにも数人は△をつけたよ
うに、まだまだ整理整頓ができない、だらしない生活習慣の児童がいるの
も事実である。また、学校へ不要品を持ってくる児童も若干名、認められ
た。
94
③子どもたちの創意工夫も取り入れながら、積極的に動的な環境づくりに努
める。
（１学期）ロッカー係・くつ係・保健係が、定期的にできている子を発表し、
学級全体の意識の向上につながった。係以外の活動も積極的であった。日
直の仕事も一人で責任を持ってよくこなしている。前日の日誌を朝会で読
むなど、学級日誌の活用を考えたい。
（２学期）お祈り係・ロッカー係・スクールランチ係・お茶係などが、定期
的にできている子を発表し、学級活動全体の意識の向上につながった。係
以外の活動も積極的であった。日直の仕事も一人で、責任を持ってこなし
ている。子どもの学級日誌への記入も、確実に増えていった。
（３学期）お祈り係・ロッカー・棚係・学級文庫係などが、定期的にできて
いる子を発表し、学級活動全体の意識の向上につながった。係以外の活動
も積極的であった。日直の仕事も一人で、責任を持ってこなしている。子
どもの学級日誌への的確な記入も、確実に増えてきている。
④「ありがとう」や「ごめんなさい」の言葉が自然と、また素直に出て、そ
れが広がりあう教室を目指す。
（１学期）意識して言わせないと出でてこない子どもも数人認められたが、
素直に言える子どもの方が多かった。
（２学期）いまだ意識して言わせないと出でてこない子どももいまだ数人認
められたが、素直に出せる子どもが増えたように感じている。
（３学期）意識して言わせないと出でてこない子どもも数人認められたもの
の、素直に言える子どもがずいぶんと増えてきた。
⑤全てが学び。Full Value!!　成功からも失敗からも学び、そして成長でき
るよう、丁寧に指導する。
（１学期）失敗も成功もクラス全体で分かち合い、成長しあい響きあうクラ
ス運営にできるだけ努めた。
（２学期）失敗も成功も、クラス全体で分かち合うようにし、成長しあい響
きあうクラス運営を、できる限り行った。
（３学期）失敗も成功も、クラス全体で分かち合うよう（シェアリング）に
し、成長し響きあう（レゾナンス）といった学級経営を、できる限り行っ
た。子どもたちも精一杯、その能力を発揮してくれた。
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Ⅲ．司牧指導について
①「ひかりのこ」の中でも、特に「り」・・・「隣人の必要に気づく」ことを
強調して指導し、友達との情や、隣人愛を実行するよう指導する。
（１学期）サマースクールでは皆よく頑張っていたが、今後も自分一人では
生活できないことに気づかせ、友だちとの関わりや交わりを強く意識させ
たい。
（２学期）いろいろな学習場面で、自分一人では生活できないことに気づか
せ、３学期には、友だちとの関わりや交わりを強く意識させていきたい。
（３学期）いろいろな学習・生活の場面において、自分一人では生活できな
いことに気づかせることができた。
②子どもと共にいることを通して、子ども一人ひとりを理解し、「通じる愛」
を指導・実践する。
（１学期）日常の生活の中で、感じさせられたかは疑問が残るが、１日の終
わりの祈りや終わりの会でその日を振り返り、皆の無事を感謝することが
できた。
（２学期）１日の終わりの祈りや終会でその日一日を振り返り、皆で、無事
を感謝することが続けられた。また、友達の困り感にも寄り添い、すすん
でお祈りをする姿が見られた。
（３学期）１日の終わりの祈りや終会でその日一日を振り返り、皆で、無事
を感謝することを続けることができた。また、友達や家族の困り感にも寄
り添い、すすんでマリア様にお祈りをする姿が見られ、たいへん嬉しかっ
た。
③聖書を読み深め、子どもたちと共に味わい、それらに則った行動ができる
よう導く。
（１学期）聖書に触れることはできなかったが、ドン・ボスコの言葉に触れ
ることは１学期間を通してできた。２学期は、聖書を読み深める時間を持
ちたい。
（２学期）聖書に具体的に触れることはできなかったが、ドン・ボスコの言
葉やドン・ボスコの当たり前に触れることは、２学期間を通してできてい
た。
96
（３学期）聖書には具体的に、また直接触れることはできなかったが、ドン・
ボスコの言葉やドン・ボスコの当たり前に触れることは、１年間を通して
できていたと考える。
④自ら祈りの意味を知り、心から祈られるように指導する。
（１学期）日々の終わりの会の祈りや黙想で教師が意向を告げることで、子
どもたちにも祈る意味が見出せるようになってきた。
（２学期）日々の終わりの会の祈りや黙想で、教師がその意向を告げること
で、子どもたちにも少しずつ祈ることの意味が見出せるようになってきた
ように感じられる。
（３学期）日々の終わりの会の祈りや黙想で、教師がその意向を告げること
で、子どもたちにも少しずつ祈ることの意味や価値が見出せるようになっ
てきた。
⑤善と奉仕の精神を涵養し、仲間のために、そして自分の力を使うよう指導
を行う。
（１学期）係活動が活発になってきた。この仕事をすることで、こんな結果
がほしいという予想を立てて仕事をしてみたい。意欲を継続させ、２学期
に発展させたい。
（２学期）係・班活動が活発になってきた。この仕事・役割をすることで、
こんな結果につながってほしいという予想を立てて、今後も仕事をしてい
きたい。子どもたちの意欲を継続させ、３学期に発展・開花させたい。
（３学期）係・班活動が活発になってきた。この仕事・役割をすることで、
こんな結果につながってほしいという目標を立てて、３年生でもすすんで
仕事をしてほしいと考える。
Ⅳ．学習指導について
①学年内で教材研究をしっかりとし、分かり易く、深まりのある授業展開に
努める。
（１学期）３クラスで進度をそろえ、学習内容の共通化を図った。教材研究
に割く時間がなく、なかなかわかりやすく、深まりのあるような授業展開
ができたと思えるようなことは少なかった。
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（２学期）２年生３クラスで進度をそろえ、学習内容の共通化を図った。教
材研究に時間を割き、わかりやすく、深まりのあるような授業展開ができ
るようになってきた。
（３学期）２年生３クラスで進度をそろえ、学習内容の共通化を図った。飛
び込み教材などの研究に時間を割き、みんなにわかりやすく、深まりのあ
るような授業展開ができるようになってきたと考える。
②基礎的な、よみ・かき・計算の指導を、徹底的に習得させる。
（１学期）漢字の読み・書き、足し算引き算のエレベーター算を徹底して、
基礎学力の向上を図った。
（２学期）引き続き、漢字の読み・書き、かけ算を徹底して、基礎学力の向
上を図った。
（３学期）漢字の読み・書き、かけ算・筆算を徹底して反復し、基礎学力の
向上を図った。
③ノートなどの「かく」ことを通して、学力や精神力、忍耐力等を養いたい。
（１学期）ノート作りを徹底し、２～３冊は各教科ノートを仕上げることが
できた。あのね帳も、２冊目に入っている子も多い。
（２学期）ノート作りを徹底し、３～４冊は各教科ノートを仕上げることが
できていた。あのね帳（日記）も、４冊目に入っている子も多く、書く量
も２ｐ以上に増えてきた。
（３学期）ノート作りを徹底し、４～５冊は各教科でノートを仕上げること
ができていた。あのね帳（日記）も、５冊目に入っている子も多く、書く
量も３ｐ近くに増えてきた。
④学習不振児童に対しては、時には課外で指導も行い、補充学習を奨励する。
（１学期）夏休みの４日間にわたる補習学習会を通して実践した。普段の課
外では、指導しきれなかった。
（２学期）学習不振児への個別の対応はしていない。普段の課外では、指導
しきれなかったことは、やや反省点として残る。
（３学期）学習不振児への個別の対応は基本的にはしていないが、春休みの
課題を与え、苦手分野の克服を図りたいと考える。普段の課外では、指導
しきれなかったことは、やや反省点として残る。
⑤よく聞き、よく考え、よく発表し、よく作業する、そんな素直な子どもを
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育てる。
（１学期）よく聞き、よく考えられるようになってきた。発表者は固定化し
ないように発問を工夫した。素直な反応が嬉しかった。
（２学期）引き続き、よく聞き、よく考えられるようになってきた。発言者
は固定化しないように発問を工夫し、多くの子が発表していた。
（３学期）３学期も引き続き、よく聞き、よく考えられるようになってきた
ように思われる。発言者は固定化しないように発問を工夫し、より多くの
子どもが発表していた。
⑥自主学習や日記などの家庭学習を勧め、赤ペンでゆっくりと励ましていく。
（１学期）自学習を奨励し、１年生から数えて400日を超える子や10冊近く
まで仕上げている子どもがいた。全員がしているわけではないので、学び
の裾野を広げたい。
（２学期）自学習を奨励し、500日を超える子や10数冊近くまで仕上げてい
る子どもがいた。依然として、全員がしているわけではないので、学習の
裾野を広げていきたい。
（３学期）自学習を奨励し、600日を超える子や10数冊近くまで仕上げてい
る子どもが見られた。ただ依然として、全員がしているわけではないので、
学習の裾野を広げていきたいと考える。
⑦高い知的能力を持った子ども達の知的満足を感じられるような授業展開の
工夫も行う。
（１学期）１学期は学習の定着度合いを見るよう心がけた。高機能の学習児
童については、その力を存分に伸ばす授業を、２学期には展開したい。
（２学期）２学期は、学習の定着度合いを把握するように心がけた。高機能
の学習児童については、その力を存分に伸ばす授業を、大いに３学期に展
開していきたい。
（３学期）３学期は、学習の定着度合いを把握し、発展系を挟み込み、指導
するように心がけた。高機能レベルの学習児童については、その力を存分
に伸ばす授業を大いに展開した。
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Ⅴ．生活指導・生徒指導について
①校長先生の日ごろからのお声掛けの通り、挨拶・会釈・言葉遣い、静かな
校舎内を、意識して生活できるように指導をする。
（１学期）挨拶が盛んになってきたが、一人ひとりを確認できていない。２
学期は一人ひとりに「挨拶の回数」を数えさせたい。校舎内は走り回るの
ではなく、落ち着いて過ごせる場所であることを再認識させる。
（２学期）挨拶運動が盛んになってきた。３学期は一人ひとりに「挨拶の回
数」を数えさせるなど、工夫をさせたい。また、校舎内は走り回るのでは
なく、落ち着いて過ごせる場所であることを、再度、確認させる。
（３学期）挨拶運動が盛んになってきた。また、校舎内は走り回るのではな
く、落ち着いて過ごせる場所であることを、３学期中は指導をし、随時確
認をさせた。
②教室の内外での安全に配慮するように、指導をする。
（１学期）教室内や授業でも大きな傷病者もなく、安全に１学期間を過ごす
ことができた。出席率も高かった。
（２学期）教室内や授業でも大きな傷病者もなく、安全に２学期間を過ごす
ことができた。欠席率は、総じて低かった。
（３学期）教室内や授業中でも大きな傷病者もなく、安全に１年間を過ごす
ことができた。学級閉鎖はあったものの、欠席率は総じて低かったように
感じられる。
③ドン・ボスコの大切にした教室・運動場・聖堂での時間を、子どもたちと
共に大切に共有する。
（１学期）児童集会の発表にあったように、子どもたちは「ドン・ボスコ」
のことが大好きである。教室や運動場、聖堂を大切にすることは、日々の
清掃、奉仕活動でできたのではないかと考えられる。
（２学期）子どもたちは「ドン・ボスコ」のことが大好きである。教室や運
動場、聖堂を大切にすることは、日々の清掃、奉仕活動でできたのではな
いかと考えられる。
（３学期）子どもたちは「ドン・ボスコ」のことが大好きである。教室や運
動場、聖堂を大切にすることは、祝日会での様子をはじめ、日々の清掃、
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奉仕活動において確認できたのではないかと考えられる。
④学級・学校のものはもちろん、公共物を大切にするよう日ごろから実践し、
指導をする。
（１学期）ものを大切にする心が乏しい子どもが多い。鉛筆や消しゴムの落
とし物が毎日のようにあったので、２学期には保護者にも呼びかけ、記名
を徹底したい。
（２学期）ものを大切にする心が乏しい子どもが多いのはやはり残念である。
鉛筆や消しゴムの落とし物が毎日のようにあったので、３学期には保護者
にも呼びかけ、記名を徹底したい。
（３学期）ものを大切にする心が乏しい子どもが多いのは引き続き残念なこ
とである。当初、鉛筆や消しゴムの落とし物が毎日のようにあったが、３
学期には随分と減ったようにも感じられる。名前のないものも多く、さら
なる記名を徹底したい。
⑤「いつでも　どこでも　ひかりのこ」を地道に実践するよう、指導にあた
る。
（１学期）週に１回は、ドン・ボスコのあたりまえを斉唱し、正しい行いが
できるように、「ひかりのこ」になれるように、意識付けができてきた。
（２学期）週に１回は、ドン・ボスコのあたりまえを斉唱し、正しい行いが
できるように、「ひかりのこ」になれるように引き続き意識づけができて
きた。
（３学期）週に１回は、ドン・ボスコのあたりまえを斉唱し、正しい行いが
できるように、「ひかりのこ」になれるように意識づけが、１年をかけて
できていたと考える。
⑥学校内外での正しい行動が、しっかりと判断できるように指導する。
（１学期）チャイムとともに行動することがまだできない児童が多い。２学
期も引き続き指導を徹底していく。
（２学期）チャイムとともに行動することが、まだできない児童が多かった。
３学期も引き続き指導を徹底していく。
（３学期）チャイムとともに行動することが、まだできない児童が多かった。
３学期も引き続き、学習とあそびのけじめの指導を徹底した。
⑦「ひかりのこ」の中でも、特に「か・・・神様、人の前で正直な」ことを
 101
強調して指導し、正しい行いを励行するよう指導する。
（１学期）悪い行いがあったときはその場ですぐに指導した。また、先生の
前で、神様の前でできることであるかどうかを、子どもに考えさせるよう
に徹底して指導した。
（２学期）悪い行いがあったときには、その場ですぐに指導した。また、先
生の前で、神様の前でできることであるかどうかを、子どもに具体的に考
えさせるように工夫し、徹底して指導した。
（３学期）悪い行いがあったときには、その場ですぐに指導した。また、先
生の前で、神様の前でできることであるかどうかを、子どもに考えさせる
ように工夫し、１年間を通して徹底的に指導した。
Ⅵ．家庭との連携について
①連絡帳の活用を実践し、保護者との連携を密にし、子ども一人ひとりの成
長を願い、協力体制を強固に進める。
（１学期）連絡帳の確認を朝の早い時間に行い、家庭との連絡を密にとるよ
うに努めた。
（２学期）連絡帳の確認を朝の時間に行い、家庭との連絡を密にとるように
努めた。
（３学期）連絡帳の確認を朝の時間に行い、家庭との連絡を密にとるように
努めた。その結果、大きな齟齬は認められなかった。
②タイムリーに、学級の様子を保護者や家庭に伝える。また、担任の思いも
伝え、保護者に理解を求めたい。
（１学期）間髪入れず、すぐに通信を発行し、学級での出来事や子どもの思
いを発信した。HAPPY2A の学級通信は、Ｂ４両面の時もあったが、第
22号を数えるまで発行した。
（２学期）行事の後には間髪入れず、すぐに通信を発行し、学級での出来事
や子どもの思い、教育活動を発信した。「HAPPY2A」の通信は、Ｂ４両
面の時もあったが、第36号を数えるまで発行することができた。
（３学期）行事の後には間髪入れず、すぐに通信を発行し、学級での出来事
や子どもの思いや、教育活動の様子を発信した。「HAPPY2A」の通信は、
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Ｂ４両面の時もあったが、第47号を数えるまで発行することができたこと
は、その成果であると考える。
③何か気になることがあれば、すぐに連絡し、家庭の協力を得て、連携しな
がら子どもの指導にあたる。
（１学期）気になることがあれば、学年団に連絡・報告・相談し、保護者と
は電話連絡を行って、不安要素を取り除いた。
（２学期）引き続き、気になることがあれば、学年団に連絡・報告・相談し、
保護者とは電話連絡を行って、不安要素を取り除いた。
（３学期）気になることがあれば、学年団に連絡・報告・相談し、保護者と
は電話連絡等を行って、不安要素を取り除くよう努めた。
④何より子どもの成長を願い、何かあれば速やかに電話、面談、懇談などで
話し合い、常に同じ方向を向いて共に指導する。
（１学期）１学期は比較的、穏やかに過ごすことができた。個人面談では、
家庭の様子や保護者の願いを感じることができた。
（２学期）２学期も比較的、穏やかに過ごすことができた。個人面談では、
家庭の様子や保護者の願いや想いを感じることができたように思われる。
（３学期）３学期においても比較的、穏やかに過ごすことができたように感
じられる。最後の懇談では、家庭の様子や保護者の願いや気持ちを感じ、
寄り添うことができた。
おわりに
　本研究は、201X年度の私立Ａ小学校２年生の学級経営の計画の反省材料・
資料をもとに、学級担任として考察を加えたものである。また本研究で取り
上げた学校には、筆者が教育実践家としてかかわってきたものである。加え
て、Ａ小学校はカトリック・ミッションスクールであり、ドン・ボスコの設
立した学校である。
　今回は引き続き、各学期６点にわたって学級経営の反省を網羅的に見直し
てみた。これにより、Ａ小学校の特色を生かしながら、多くの学校にとって
参考となる教育の改善点や、教育原理についての課題を抽出することができ
たと考える。今後の小学校や初等教育での生活指導に生かしていきたい。こ
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のように１年間を振り返ることで、さらなる学級経営の考究への発展が期待
されよう。
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